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時  報 
◎酪農大学校開校 
 昨年 12月１日、県立酪農大学校は健全な酪農民養

成のよ望をになって開校され、30 名の第一期生が入

学、12月 10 日から所定の教育課程に従がって、津山

市の県酪農試験場で広範囲の酪農経営に必要な学

科・実習に取組んでいる。 

 晴れの第一期入学生はつぎのとおりの 30名で、来

年３月までの今年度の教育を終了すると、さらに来

年、再来年度に４ヵ月ずつ合わせて 12ヵ月の教育を

受けることになっている。 

 なお、大学校の教育方法・内容その他の概要は大

学校条例・校則によりつぎのとおりとなっている。 

目  的 酪農に関する知識及び技能を修得させ健

全な酪農経営者を養成する。 

学生定員 １学年 30 名 

修業期間 ３箇年とする。 

 なお修業期間は 

第一期 入学した年の４月１日から７月31日まで。 

第二期 ２年目の８月１日から 11月 30 日まで。 

第三期 ３年目の 12 月１日から次の年の３月 31

日まで。 

入学者資格者 

１、高等学校を卒業した者 

２、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があ

ると校長が認めるもの。 

教職員組織 

校長・教授・助教授・講師・事務職員その他はつ

ぎのとおりである。 

教育課程 

学科目 次表のとおり 

単位 15 時間を１単位とする。 

なお所定の単位を修得した者には卒業証書が授与

され、岡山県酪農経営士と称することができる。 

授業料 月額 500 円、卒業までに 6,000 円 
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◎昭和 35 年度 鶏産卵能力 

集合検定褒賞授与式 
 県養鶏試験場で行なわれていた昭和35年度の鶏の

産卵能力集合検定は、さる 35 年 11 月１日から昨年

10 月 15 日まで 350 日間で終了したが、その成績の優

秀者の褒賞授与式が12月８日岡山市田中の同試験場

で関係者を集めて行なわれた。 

 上位入賞者はつぎのとおりで県知事賞状や場長賞

状商品が蔵知県畜産課長・出口場長からそれぞれ贈

られた。入賞ならび検定成績はつぎのとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場長賞〔個体の部〕（330 卵以上知事賞を除く） 

 倉敷市 水野大二、笠岡市 高田弘、岡山市 楠 

勲、西大寺市 林 住雄、総社市 河田郁雄、邑久

郡 吉田稔、勝田郡 影山太、都窪郡 矢尾綱太、

邑久郡 阿部 要、児島郡 三宅恵一、苫田郡 久 

 

 

 

光和夫、児島群 渡辺茂、都窪郡 内田和夫 

〔群の部〕（10 羽平均 270 卵以上で卵重 15kg で知事

賞を除く） 

 倉敷市 水野大二、笠岡市 佐藤正、苫田郡 久

光和夫、総社市 寺島篤政、真庭郡 初岡太郎、吉

備郡 赤木文吉、岡山市 楠 勲、都窪郡 桐野 

博、邑久郡 吉田稔、岡山市 岡村卓司、吉備郡 川

本肇、岡山市 山上茂吉、新見市 高田禄也、笠岡

市 高田弘、西大寺市 林住雄、苫田郡 石田豪士、

玉島市 岡本実、邑久郡 三宅節太 
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昭和 37年度 畜産講習生募集案内 

畜産関係試験場 中国酪農講習所 

 

 岡山県養鶏、和牛試験場および岡山県中国酪農講

習所では昭和 37 年度の講習生を、いまつぎの要領で

募集しています。 

 農村でいまほど優れた畜産実施指導者、経営者を

必要としていることはかつてありません。 

 農村に残り、畜産を伸ばそうという新進気鋭の青

年の応募をおすすめします。 

 

岡山県立酪農講習所第 10 回生募集 

講習所の目的 

 酪農に関する講習を行ない酪農経営の中堅として

地方酪農家の指導者となり得る人材の養成をする。 

募集要綱 

１、募集人員 25 名以内 

２、応募資格 

 次の各号の一に該当する者であって身体強健、志

操堅実で酪農経営に熱意を持つもの。 

（１）高等学校卒業者（昭和 37 年３月卒業見込の者

を含む。）旧制の農業に関する中等学校卒業者又は

これと同等以上の学力があると認められる者 

（２）其の他所長が特に適当と認めた者 

３、受検手続 

（１）願書受付期間 昭和 37年３月 15日 

（２）提出書類 

 志願者は、入所願（別記様式）に履歴書、戸籍

抄本、身体検査書（保健所で検査を受けたもの）

及び最終学校の成績証明書を各一通と名刺型写真

（脱帽上半身３箇月以内に撮影のもので裏面に氏

名、年令、撮影年月日を記入したもの）二枚を添

えて所長に提出する。 

（３）送付先 

 津山市大田 904 

 岡山県立中国酪農講習所 

４、受検通知 

 願書を提出した者には、選考日までに受検の通知

をする。この通知状を当日必ず持参すること。 

５、入所選考 

（１）期日 昭和 37 年３月 23日 午前９時 

（２）場所 津山市大田 904（電話津山 2426）岡山

県立中国酪農講習所講堂 

（３）方法 学力検査及び人物検査とする。 

イ、学力検査 国語、数学及び一般常識につい

ての筆記試験並びに作文 

ロ、人物検査 口頭試験 

６、合格発表 

 昭和 37 年３月 24 日に本人あてに通知状を発送す
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る。 

７、入所期日及び入所期間 

（１）入所期日 昭和 37年４月３日 

（２）入所期間 昭和 37 年４月から昭和 38 年３月

までの１箇年間とする。 

８、寄宿舎 

 講習生は、全員寄宿舎に収容する。 

９、必要経費 

（１）参考書、講習教材等の実費として年約 5,000

円を要する。 

（２）研修旅行費として月額約 700 円を要する。（毎

月積立し年２回県外研修を行なう。） 

（３）食費実費として月額約 1,500 円（主食を含ま

ない。）を要する。 

10、この講習所の特色 

（１）講習生は、在所中に家畜人工授精講習の受講

資格を与えられ、その試験に合併した者には、家

畜人工授精師の免許が与えられる。 

（２）この講習所の周辺は、集約酪農地域の指定を

受けてホルスタイン種のみならず多数のジャージ

ー種を飼育しているのでこれに関する知識も体得

できる。 

（３）この講習所は、乳牛のほかに一部中小家畜を

飼育しているので、一般畜産に関する知識及び技

術も体得できる。 

（４）津山市の酪農工場において牛乳処理及び乳製

品製造の実習を受けることができる。 

（５）在所中酪農試験場の全施設及び家畜を利用し

て実習するので、各種の調査、試験及びその経営

実務を習得できる。 

（６）専任職員のほか、相当多数の所外講師を依頼

しているので農村中堅青年として修得すべき学科

をすべて受講できる。 

11、この講習所に関する規程は次のとおりですから

参照してください。 

（１）岡山県立中国酪農講習所条例（昭和 28年岡山

県条例第 80 号） 

（２）岡山県立中国酪農講習所規則（昭和 28年岡山

県規則第 69 号） 

12、その他詳細については、直接御照会ください。 

 

岡山県和牛試験場 

岡山県畜産（和牛）技術講習生募集要綱 

 岡山県畜産技術講習規程（岡山県告示第 137 号）

の定めるところにより昭和37年度岡山県畜産技術講

習生を次のとおり募集する。 

１ 募集人員 10 名 

２ 応募資格 

 次のいずれかに該当するものであって、身体強健、

思想堅固で、有畜営農に熱意をもつもの。 

 １ 高等学校卒業者（昭和 37 年３月卒業見込の者

を含む）または、これと同等以上の学力がある

と認められるもの。 

 ２ その他、場長が適当と認めたもの 

３ 手 続 

 応募者は願書提出期日までに、次の書類を一括し

て、岡山県和牛試験場長あて提出すること。 

 １ 入所願（別紙様式） 一通 

 ２ 履歴書（市販の用紙）一通 

 ３ 戸籍抄本 一通 

 ４ 最終学校の成績証明書 一通 

 ５ 医師の健康診断書 一通 

４ 願書受付期間 

 昭和 37 年２月 10 日から、昭和 37 年３月 20 日ま

で 

５ 受験通知 

 願書を提出したものには選考日までに受験票を郵

送する。 

６ 選考月日および場所と選考方法 

 １ 選考月日 昭和 37 年３月 26日 

 ２ 選考場所 岡山県和牛試験場 

 ３ 選考方法 一般常識に関する筆記および面接 

７ 合格通知 

 昭和 37年３月 27日に本人あて通知する。 

８ 入所期日 

 原則として昭和 37 年４月６日とする。 

〔付２〕 

 畜産（和牛）技術講習の内容 

１ 講習期間は一ヵ年で、終了者には修得証を授与

する。 

２ 講習生は全員、寄宿舎に入舎するものとする。 

３ 毎月、予算のゆるす範囲内で、手当（約 1,000
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円の見込）を支給する。 

４ 講習生には家畜人工授精講習会の受講資格が与

えられる。 

５ 学科については、原則として毎週月、火、金曜

日に各２時間の講義を行なう。 

６ その他の時間は現場実習により、各種技術の修

得を行なう。 

７講義内容 

 １ 和牛の改良と繁殖 

 ２ 和牛の肥育 

 ３ 調教と削蹄 

 ４ 農業経営と和牛飼育 

 ５ 草生改良と自給飼料の栽培 

 ６ 家畜人工授精の理論と実習 

〔付２〕 

◎必要経費 

１ 参考書、講習教材等の実費として年間約 2,000

円を要する。 

２ 研修旅行費として月 400 円を要する。 

３ 食費実費として月約 1,400 円（主食代は含まな

い）を要する。 

４ 寝具、衣類等は各自持参のこと。 

（養鶏試験場講習生募集要綱は次号登載の予定） 

 

 
 
 
第 12 回県肉牛共進会終る 
特に優れたものはないが若令牛の出品ふえる 

 36 年度の岡山県肉牛共進会はさる 12 月 20、21 の

両日、岡山県と岡山市の主催で岡山市巌井の岡山家

畜市場で開かれた。これには各郡市から選ばれた肉 

 

 

 

牛雌（４～６才）14 頭、去勢（２～５才）38 頭 計

52 頭が出品され雄を競った。 

 第一日は午前午後にわたり審査があり入賞順位を

決定し、第二日は９時半から上位入賞牛の展示と林

和牛試験場長による解説、11 時からは褒賞授与式に

移り、入賞者にそれぞれ畜産局長賞状、県知事賞状

ほか副賞が贈られ、また同時に肉畜関係功労者三氏

名の表彰が行なわれた。午後は例年どおり市場内で

出品牛のセリが行なわれたが、肉価格の好況から高

値をよび、最高はメス一等入賞の 14 号牛が 293,200

円であった。 

 

畜産功労者表彰 

岡山県知事表彰状 

 岡山市巌井 

  水 内   潔 

岡山県知事感謝状 

 邑久郡牛窓町 

  牛窓町農業協同組合 

 倉敷市三田 

  守 屋 鹿 蔵 

 倉敷市三田 

  守 屋 竜 衛 
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